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文部科学省 科学研究費補助金 研究成果報告書 
 

１ 概要 

科学研究費補助金（略称：科研費）は、国費による研究助成金の中核的存在である。人文・

社会科学から自然科学までのあらゆる「学術研究」を格段に発展させることを目的とする「競

争的研究資金」であり、研究者による審査（ピア・レビュー）を経て、独創的・先駆的な研究

に対して助成を行うものである。科研費の規模は 2,633 億円（平成 23 年度）であり、進行中

の研究件数は 6万件を超える。 

科研費の成果報告書は、補助金を受けた研究代表者が研究成果をとりまとめ、研究期間終了

の翌年に提出するものである。従来は冊子で作成・提出されてきたが、研究最終年度 2008 年

以降は一部を除き冊子体は廃止され、簡易な報告書のみが Webで公開されている。 

２ 報告書の種類と利用方法 

○研究成果報告書：いわゆる科研費報告書。提出の要否は研究種目や年度によって異なる。 
冊子体（研究最終年度 2007 年まで および 2008 年以降の一部の種目(*)） 
国立国会図書館関西館で所蔵（図書館間貸出可）。研究代表者の所属機関等で所蔵する場合も。

オリジナルの論文よりも、既発表論文の抜き刷りを集約することで報告とするものが多い。 
(*)「特定領域研究」と「新学術領域研究（研究領域提案型）」の計画研究 

電子媒体（研究最終年度 2008 年以降のほとんどの種目） 
PDF ファイルが KAKEN で閲覧できる。4-6 ページ程度の簡易な報告形式。 
 

○研究実績報告書：年度毎に作成する報告書。 
○研究成果報告書概要：冊子体の成果報告書の概要版。2007 年度で廃止。 
○自己評価報告書：2008 年度～ 研究の 3 年目に提出する報告書。 
上記３種の報告書は 800 字程度の簡易な報告で、全て KAKEN で閲覧できる。 

３ NDL-OPACでの検索 

国立国会図書館で所蔵する科研費報告書は、すべて NDL-OPAC で検索することができる。 
〔一般資料の検索／申込み〕の画面で「和図書」にチェックを入れて検索する。 
※科研費報告書のタイトルとして研究課題名を、著者として研究代表者のみを採録している。 

図１ NDL-OPAC の検索項目と書誌データの見方 (例) 

 
 
 

 

 

 

 

 

研究課題名 

研究代表者名 
研究機関名 

研究期間 

研究代表者が課題に 
付与したキーワード 

課題番号 

研究種目 

NDLC は一律 Y151。 
分類記号に「Y151」と
入力すると、科研費
報告書に絞り込んだ
検索ができます 

拡張検索画面の「標準番号」欄から「科研費課題番号」を選ぶと、
科研費の課題番号で検索できます 
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図２ KAKEN 詳細表示画面 (例) 

KAKEN：科学研究費補助金データベース（国立情報学研究所）http://kaken.nii.ac.jp/ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（参考： 被引用時の表記バリエーション‐） 

１ 青山雅史（2000）日本列島の岩石氷河台帳．文部省科学研究費補助金研究成果報告書「日本列島における岩
石氷河とその古環境学的意義に関する研究」（代表：岩田修二，課題番号：09680179）：67-121． 

２ 文部科学省科学研究費補助金，特定領域研究（A），研究成果報告書（平成 10～12年），中筋一弘（領域代表），   
2001 

３ 吉森明，文科省科研費報告書（2002）． 
４ 長友和彦，1990，誤用分析研究：日本語の中間言語の解析にむけて，第二言語としての日本語の教授学習過

程の研究 平成元年度科学研究費補助金［一般（Ｂ）］研究成果報告書，１－５３ 
５ Ohigashi H, 1995. Plants used medicinally by primates in the wild and their physiologically active constituents. 

Report to the Ministry of Education, Science, Sports and Culture for 1994 Grant-in-Aid for Scientific Research (no. 
06303012).                            ↑科研費の英語名称 
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年度毎の実績報告書

（800 字程度）が見られる 

研究成果報告書概要が見られる（※） 

（研究最終年度が 2007 年以前） 

 

PDF版研究成果報告書へのリンク（※） 

（研究最終年度が 2008 年以降） 

代表者だけでなく、 

研究分担者名も収録 

※ 提出の必要がある種目のみ 
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